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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 6 6 2 5 23 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

田中正一・教授 日本薬局方原案審議委員会 医薬品医療機器総合機構 

大庭誠・准教授 有機化学部 協力研究員 国立医薬品食品衛生研究所 

大庭誠・准教授 次世代を担う有機化学シンポジウム 世話人 日本薬学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

田中正一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 

配座制限環状アミノ酸のデノボ設計と創薬

化学への応用 

田中正一・教授 日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽） 
α-トリフルオロメチルアミノ酸含有ペプチ

ドの 2 次構造からの創薬へのアプローチ 

大庭誠・准教授 公益財団法人 テルモ生命科学芸術財

団 
代表 中分子 DDS ツールとして機能するペプチド

材料の開発 

大庭誠・准教授 公益財団法人 小柳財団 代表 高効率かつ持続性の高いオルガネラの生細

胞イメージング 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

日本学術振興会 代表 若手研究 
ジ置換アミノ酸を利用した新規ペプチドフ

ォールドマーの設計と合成 
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上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

公益財団法人 東京生化学研究会 代表 α-CF3-ジ置換アミノ酸を基盤とした新規創

薬ツールの開発 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

公益財団法人 日本科学協会 代表 ジ置換アミノ酸をレギュレーターとするγ-
ヘリカルペプチドの創製 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

公益財団法人 宇部興産学術振興財団 代表 配座自由度を制限したペプチドフォールド

マー触媒の開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

田中正一・教授 
大庭誠・准教授 

新規膜透過性ペプチド 2015 年 
3 月 31 日 

 特願 2015-72030 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

田中正一・教授 非常勤講師（創薬生命科学特別講義 I） 名古屋市立大学大学院薬学研究科 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

大庭誠・准教授 フォルダマーの魅力 薬事日報 2018 年 
3 月 19 日 

日本薬学会第 138 年会でオーガナイザ

ーを務めたシンポジウムに関する記事 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

上田篤志・テニュ

アトラック助教 
宇部興産学術振興財団 第 58 回学術

奨励賞 
公益財団法人 宇部興

産学術振興財団 
ジ置換アミノ酸を利用した新規

ペプチドフォールドマーの設計

と合成 

 


